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2-6 すばる望遠鏡

山頂のすばる観測所は，望遠鏡本体をおさめたドームと，そのすぐ隣にある制御棟で構

成されている．ドームは，風による星像への影響を避けるために，水流実験やコンピュー

ターシミュレーションによって円筒型に決定された(図 2-6-1，2)．そのユニークさは，

マウナ・ケア山頂のドーム群の中でもひときわ目立つ．高さは 43m で，10 階建てのビル

の高さに匹敵する．観測中はドーム内に人は立ち入れない．制御棟から望遠鏡や観測装置

を駆動して観測する．

見学はあらかじめ所定の手続きを経て可能になる．ドーム内に入り，ヘルメットをかぶ

って望遠鏡本体がおさめられているフロアにエレベーターで上がる．目の前にある 8m 望

遠鏡は，予想をはるかに超えて大きい（図 2-6-3 ～ 7）．

図2-6-1（上） 南側斜面下から見上げるすばる望

遠鏡のドーム

図2-6-2（右） 北側の制御棟横から見上げるすば

る望遠鏡のドーム

図2-6-4 すばる望遠鏡本体-2

口径8.2mの主鏡部．カバーがかかってい

るため鏡面は見られない．写真上（手前）

方向に主焦点がある．中央の筒はカセグ

レン焦点への導光部．

図2-6-3 すばる望遠鏡本体-1

上層フロアから見下ろす．写真中央に見

えているのは主鏡セルの裏側．このとき

は，望遠鏡はほぼ水平を向いていた．左

下に写っている人間の大きさに注目．
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「望遠鏡」という語そのものには，手で

動かして星を見る「道具」というイメージ

を感じるが，そこにある 8m 望遠鏡は，それ

自体が巨大な「建築物」でもあり，また複

雑で精巧な「システム」といった感じを見

る者に与える．あるいは，それはまるでテ

レビアニメに出てくる巨大なロボットのよ

うでさえある．

望遠鏡の主鏡（屈折望遠鏡の場合は対物

レンズ）の口径が大きくなるほど，より多

くの光を集めることができ，またより細か

い構造を見分けることができるようになる．

つまり遠くの暗く小さい天体を観測する能

力が高くなる．そのため，世界のトップクラスの望遠鏡は巨大化の道を歩み続けてきた．

その進化の道筋の最先端にあるもののひとつが，このすばる望遠鏡である．もちろん，す

ばる望遠鏡の性能は単に大きいということだけにあるのではなく，その制御技術も含めた

総合的な性能において，世界のトップレベルにあることは言うまでもない．

図2-6-5 すばる望遠鏡本体-3

主鏡部を後方から見る．下に人が立って

いる．

図2-6-6 すばる望遠鏡本体-4

主鏡部を主焦点側から見る．

図2-6-7 すばる望遠鏡本体-5

主鏡の主焦点部を主鏡側から見上げる．

中央はカセグレン焦点に光を導く副鏡．

黄色いケージは作業中のリフト．乗って

いる人の大きさに注目．
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ドーム内の最上階（４階）には，観測装置交換システム（TOP：Top Unit Exchanger）

がある．主焦点にとりつけて広い視野の写真を撮ることができる主焦点カメラ

（Suprim-Cam：Subaru Prime Focus Camera）などの観測装置が，交換システムのアームに

支えられて並んでいる（図 2-6-8）．

望遠鏡本体があるところからひとつ下層のフロアには，主鏡の洗浄装置や主鏡アルミ面

の再蒸着時に使う様々な大型機械が並んでいる（図 2-6-9）．真空蒸着装置は副鏡や第３

鏡のアルミメッキ，銀メッキ時にも使用される

望遠鏡の制御棟と本体のあるドームとは，地下通路でつながっている．制御棟のコント

ロールルームには，いくつものコンピュータとモニターが並んでいる．壁面には屋外の気

象状態を示すパネルがある(図 2-6-10 ～ 12）．標高 4,000m の山頂の環境は非常に厳しい．

気温は 0 ℃に近く気圧は地表の 6 割程度しかない．少し動くと息切れがしてくるし軽い頭

痛を覚えることもある．山頂での無理な行動は禁物である．高山病は生命に関わるケース

もあるので，十分な事前の準備と当日の慎重な行動が求められる．

図2-6-9 主鏡洗浄装置

図2-6-11 コントロールルームのモニタ

ー画面

多数のコンピュータのモニター画面が並

ぶ．

図2-6-8 観測装置交換システム

主焦点カメラなどの観測装置が並んでい

る．この観測装置交換システムはドーム

内の最上階にある．

図2-6-10 すばる望遠鏡のコントロール

ルーム

望遠鏡のドームから少し下がった隣の棟

にある．
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※日本では上ることのできない高度である．高校地学の天文分野の学習のみならず，大気

圏の学習における高所の気温や気圧などの気象状況を体感できる場でもある．

※山頂見学時の諸注意は，次の URL を参照のこと．

http://www.naoj.org/Information/Tour/Summit/j_caution.html

図2-6-12 ドーム付近の気象状況を示す

パネル

制御室の壁面にある屋外の気象状況を示

すパネル．このとき（10月末）は，気温

2.7℃，気圧619.4hPaを示していた．


